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市政だより

昭和53年7月15白地846

人口の動き

6月 1日現在 前月比

人口計 63.333 +115 
男 30.4 1 6 十 61
女 32.9 1 7 + 54 
世帯数 1 7.6 1 6 + 53 
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警

守 苛撃

社団法人・長崎県モーターボート競走会(馬場政吉会長)では.少年 ・少女

のたく ましい成長を願い、 市営競艇場でヨッ ト教室を開催しています。

参加者は、船に対する知識など講義を受けたあと、さっそくヨットに乗り乙

みましたが、子供たちはすぐにコ ツを覚え、帆走を楽しんでいます。

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
主
催
で

O 

こ

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

い

U 11111111111111111111111111111 111 1111111111111111111 11111111111111111111111111 11111111111111111111111111 111 111 111111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社



(2) りおおむ市政だより昭和53年7月15日
目11111副IUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII11111111111111111111

印
鑑
証
明
を
簡
素
化

登
録
証
制
度
を
採
用

印鑑登録証

長崎県大村市長田

この印鑑登録証は、印鑑の登録を受けている本人である

ことを証明するものですから、大切に保管して下さい。

登録番号

~母、

従刻、，

9
月

1
日
か
ら

き
た
る
九
月
一
白
か
ら
印
鑑
証

明
制
度
が
変
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
印
鑑
の
事
故

防
止
や
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
を

図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
「
印
鑑

登
録
証
」
制
度
が
採
用
さ
れ
ま
す

今
後
は
登
録
証
(
カ
l
ド
)
を

持
参
の
う
え
申
請
す
る
と
「
印
鑑

登
録
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

な
お
「
印
鑑
証
明
書
」
の
作
成

一

み

ど

り

と

花

の

美

し

い

町

に

~

…

花

苗

を

配

布

し

ま

す

一

へ

市

民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
申
込
先
社
会
教
育
課

ν

~

花

苗

を

配

布

し

ま

す

。

申

込

期

限

七

月
二
十

五

日

れ

伊

乙

の

花

苗

は

大

村

部

隊

の

ど

配

布
日
は
申
込
ま
れ
た
と
き

ん

ん
好
意
に
よ
る
も
の

で

す

。

お

知

ら

せ

し

ま

す

い

~

種

類

・

サ

ル

ビ

ア

※

詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ
い

い

・

マ

リ

1
9コ
ー
ル
ド

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
肉
眼
照

合
に
よ
る
制
度
を
改
正
し
複
写
機

を
探
用
し
ま
す
。

現
在
印
鑑
登
録
を
し
て
い
て
、

引
続
き
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は

登
録
替
え
の
手
続
き
を
し
て
下
さ

、。し
か
し
い
っ
せ
い
に
登
録
替
え

を
し
ま
す
と
窓
口
が
混
雑
し
、
大

変
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
の
で

原爆被爆者各種手当

8月から増額されます

原
爆
被
爆

者
に
対
す
る

各
種
手
当
が

八
月
か
ら
引

上
げ
ら
れ
ま

す。
な
お
、
手

当
、
所
得
制

限
の
改
正
額

は
次
の
と
お

り
で
す
。

(
)
内
は

現
行
の
金
額
で
す
。

各
種
手
当

。
医
療
手
当
一
万
八
千
五
百
円

(
一
万
七
千
円

)
1
一
万
六
千

五
百
円
(
一
万
五
千
円
)

。
介
護
手
当
二
万
九
千
円
(
二

万
八
千
円
)

。
家
族
介
護
手
当

六
千
二
百
五

登
録
替
え
は
印
鑑
証
明
書
を
請
求

す
る
と
き
な
ど
、
ど
つ
い
で
の
際

に
順
次
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。な
お
、
登
録
の
切
替
え
は
、
九

月
一
日
か
ら
来
年
八
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
間
に
わ
た
っ
て
行
い

ま
す
・詳
し
い
乙
と
は
こ
れ
か
ら
も
市

政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
円
(
五
千
五
百
円
)

。
特
別
手
当
三
万
三
千
円
(
三

万
円

)
i
一
万
六
千
五
百
円

(
一
万
五
千
円
)

。
健
康
管
理
手
当
一
万
六
千
五

百
円
(
一
万
五
千
円
)

。
保
健
手
当
八
千
三
百
円
(
七

千
五
百
円
)

。
葬
祭
料
七
万
四
千
円
(
六
万

二
千
円
〉

所
得
制
限
三
十
五
万
四
千
三
百

円
(
二
十
三
万
三
千
六
百
円
)

た
だ
し
、
特
別
手
当
は
三
十
八

万
四
百
円

(
二
十
五
万
二
千
百

円
)
な
お
、
所
得
制
限
に
つ
い
て
は

六
月
実
施
で
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

箇
様
相
譲

ζ. 

存

じ

で

す

か

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
方
法
に
つ
い
て

④
保
険
税
は
、
納
税
義
務
者
の

世
帯
主
に
対
し
世
帯
単
位
で
課

税
さ
れ
ま
す
が
、
課
税
額
の
算

定
に
つ
い
て
は
、
単
に
世
帯
主

の
所
得
だ
け
で
な
く
、

国
保
の

被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
員
の
所

得
に
つ
い
て
も
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

各
人
ご
と
に
算
定
し
た
所
得

割
額
、
被
保
険
者
数
に
応
じ
た

被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
均

一

の
世
帯
別
平
等
割
額
の
合
算
額

で
、
乙
の
合
算
額
を
七
月
を
最

初
の
納
期
と
し
て
六
期
に
分
け

て
納
め
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
五
十
三
年
度
の
課
税

最
高
限
度
額
は
十
九
万
円
で
す

①
所
得
割
額

国
保
の
世
帯
員
の
前
年
中
の

総
所
得
金
額
(
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
ま
た
は
給
与
所
得
控
除

を
差
引
い
た
後
の
金
額
)
か
ら

市
民
税
基
礎
控
除
の
二
十
万
円

を
差
引
い
た
金
額
に
所
得
割
税

率
五
・
三
Mm
を
乗
じ
た
も
の
で

す。②
均
等
割
額

国
保
世
帯
員

一
人
に
つ
き
七

千
六
百
九
十
円
で
計
算
さ
れ
ま

す
。
③
平
等
割
額

国
保
世
帯

一
世
帯
に
つ
き
九

千
六
百
五
十
円
で
す
。

④
国
保
世
帯
員
の
中
に
社
会
保

険
と
の
異
動
、
一
部
転
入
や
転

出
、
ま
た
は
出
生
、
死
亡
が
あ

っ
た
場
合
は
保
険
税
額
が
変
更

さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
員
の
異
動
屈
は
十
四
日

以
内
に
、

ま
た
、
国
保
か
ら
社

会
保
険
に
移
っ
た
場
合
も
必
ず

届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

・・・・・

0
・・・・

--0
・・・・・・

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
は
七
月
十
五
日
郵
送
し
ま

し
た
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だより(3) 

※ 

下
水
道

楽しい夏休みに」

「事故のない

街
の
顔
で
す

7月21日--8月20日

子
供
た
ち
が
待
ち
に
待

っ
た
夏

休
み
が
や
.
っ
て
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
夏
休
み
と
い
う
解

放
感
か
ら
、
日
頃
の
交
通
安
全
に

対
す
る
「
シ
ツ
ケ
」
を
忘
れ
が
ち

に
な
り
、

活
発
な
活
動
と
あ
い
ま

っ
て
、

交
通
事
故
に
あ
う
危
険
性

も
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
運
転
者
も
暑
さ
か
ら
く

る
疲
労
な
ど
に
よ
り
、
注
意
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

そ
と
で
次
の
三
項
目
を
重
点
に

夏
の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
す
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
の
市
内
の
交
通
事

故
の
発
生
状
況
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
飲
酒
運
転
の
検
挙
者
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ど
協 心

で

す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
)

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
の
重
点

①
夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通
事
故

防
止

②
飲
酒

・
過
労

・
暴
走
運
転
に
よ

少

年

l乙

交通安全運動実施

る
交
通
事
故
防
止

③
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防

止
④
シ
i
ト
ベ
ル
ト
及
び
ヘ
ル

メ
ッ

ト
着
用
の
推
進

よ

レミ

社

会

環

境

を

少
年
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め

警
察
は
七
月
中
を
「
少
年
を
守
る

環
境
浄
化
活
動
強
化
月
間
」
と
し

て、

関
係
機
関

・
団
体
の
ど
協
力

の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を

行
い
ま
す
。

。
有
害
雑
誌
類
の
陳
列
、
販
売
及

Aa
a
E
a
航

空

隊

水

泳

部

に

一

一

-
L

4

輔

が

/

一一

F

九

ふ
一w
p

i

~

~い月
J
F
W
2

教
育
長
か
ら
感
謝
状
~

山十

一一品
園
間
ペに
，
細
沼
姐
ヨ
4

沼
J
S
S
Z喜
一九

》

?eJ

ヲ泌
FFふ

J

一

市
民
プ
l
ル
を
開
設

同
航
空
隊
の
水
泳
部
の
皆
さ
ん
V

γケ
蹄

円

一

弘、

以
来
五
年
間
、
清
掃
奉
は
、
全
員
が
県
体
の
本
市
の
代
表
〉

、

で
川
4
V謹
直
霞
r
L

民

仕
を
し
て
い
る
海
自
大
選
手
で
、
そ
の
練
習
に
プ
l
ル
を
♂

~

「

胸
閉
翰
閣
制
引
ぺ…

村
航
空
隊
水
泳
部
の
皆

借

り
て
い
る
た
め
、

お
礼
も
か
ね
~

F

，

明
蹴
国
眠
幽
冨
攻

、

さ
ん
に
こ
の
ほ
ど
、
朝
て
清
掃
奉
仕
を
し
て
い
る
も
の
で
ハ

J

幽閣事
¥
4十
♂

長
教
育
長
が
感
謝
状
を
市
民
プ
ー
ル
も
き
れ
い
に
な
り
:

一17援
脳
圃
担
額
日
J

贈
り
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
子
供
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
。
叫

~

て

九

一命

¥い

い

し

た

。

明

び
有
害
広
告
物
な
ど
の
排
除

。
非
行
や
転
落
の
場
所
と
も
い
え

る
少
年
の
溜
り
場
の
早
期
発
見

と
そ
の
解
消

O
県
少
年
保
護
育
成
条
例
で
決
め

て
あ
る
少
年
に
悪
影
響
の
あ
る

環
境
排
除
な
ど

こ
の
た
め
防
犯
懇
談
会
を
開
い

た
り
、
「
有
害
環
境

一
斉
調
査
」

な
ど
の
街
頭
活
動
を
行
い
、
有
害

環
境
浄
化
運
動
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

(大
村
警
察
署
)
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市
立
病
院
か
ら
の

お
し
ら
せ

血
圧
症
な
ど
〉

毎
週
火
曜
日

午
前
中

-
内
分
泌
系
内
科
(
糖
尿
病
な
ど
)

毎
週
水
曜
日

午

前

中

。
内
科
で
は
、
乙
れ
ま
で
の
医
師

の
診
療
の
ほ
か
に
、
特
に
長
崎

大
学
の
助
教
授
、
講
師
に
お
い

で
い
た
だ
い
て、

次
の
病
気
の

診
療
を
専
門
に
始
め
て
い
ま
す

・
循
環
器
系
内
科
(
心
臓
病
や
高

。
外
科
で
は
、
毎
週
火
曜
日
午
後

胃
腸
疾
患
の
診
断
、
手
術
適
応

な
ど
に
つ
い
て
消
化
器
専
門
の

講
師
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
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他
の
迷
惑
を
考
え
て

犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

最
近
、
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
に

よ
り
、
人
畜
・
農
作
物
な
ど
に
被

害
を
受
け
た
、
ま
た
、
ゴ
ミ
箱
を

荒
さ
れ
て
困
る
と
い
う
苦
情
が
多

く
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
る
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
昼
間
は
つ
な
い
で
い
て

も
、
夜
に
な
る
と
騒
が
し
い
か
ら

と
い
っ
て
放
す
人
が
い
ま
す
が
、

乙
れ
は
特
に
危
険
で
す
。

人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
に

は
口
輸
を
か
け
る
か
、
丈
夫
な
方

リ
の
中
に
入
れ
て
飼
う
よ
う
に
し

合
子
し
ょ
v

つ。

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
り
す
る

の
は
、
つ
な
い
で
ば
か
り
い
る
た

め
気
か
荒
く
な
っ
た
り
す
る
か
ら

で
す
。愛
犬
が
人
畜
に
被
害
を
与
え
な

い
よ
う
、
少
な
く
よ
も
朝
夕
二
回

は
丈
夫
な
鎖
か
ひ
も
で
つ
な
い
で

散
歩
に
連
れ
て
い
く
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

『
飼
い
主
の
義
務
』

付
生
後
三
カ
月
以
上
の
飼
い
犬
は

年
一
回
の
登
録
と
、
春
と
秋
二

回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
。

同
飼
い
犬
は
、
飼
い
主
が
占
有
す

る
場
所
以
外
に
放
さ
な
い
乙
と

た
だ
し
、
人
畜
に
被
害
を
加
え

た
り
、
ま
た
、
加
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
犬
は
い
つ
も
つ
な
い
で

お
く
こ
と
。

国
飼
い
犬
を
捨
て
る
と
き
は
、
所

定
の
不
用
犬
回
収
箱
に
入
れ
る

町
内
い
っ
せ
い
に

大

掃

除

今
年
も
各
地
で
集
中
的
な
豪
雨

に
よ
る
被
害
を
も
た
'
り
し
た
梅
雨

も
明
け
、
本
格
的
な
夏
に
入
り
ま

し
た
。

…

萱

瀬

地

区

も

一

般

電

話

に

切

替

え

す

が

、

一

般

の

人

は

案

内

係

(

一

…

O
四
番
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

v

ダ
イ
ヤ
ル
に
二
」
注
意
H

な
お
切
替
え
時
期
は
次
の
と
お
…

り
で
す
。

市
内
の
地
域
集
団
電
話
(
農
集
切
替
え
径
は
電
話
番
号
が
変
り

日
時
七
月
三
十
一
日

)
電
話
)
は
、
萱
瀬
地
区
を
除
き
一
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
の
う
え
ダ
午
後
二
時

一
般
電
話
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
乙
イ
ヤ
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。
変
更
対
象
電
話
番
号

山
の
た
び
萱
瀬
地
区
も
一
般
電
話
に
切
替
え
と
な
る
加
入
者
に
は
電
大
村
(
五
局
五

0
0
0台)山

川
切
替
わ
り
ま
す。

話
帳

(臨
時
版
)
を
お
届
け
し
ま

(大
村
電
報
電
話
局
)

※ 

夏

の

防

犯

運

動

実

施

7 

月

初

日

i

8
月

別

日

乙
と
。
不
用
犬
の
回
収
日
は
、

毎
月
第
一
、
第
二
、
第
三
土
曜

日
の
午
前
中
と
な
っ
て
い
ま
す

回
収
箱
は
市
役
所
と
各
出
張
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

。
未
登
録
犬
及
び
放
し
飼
い
の
犬

は
関
係
法
に
基
づ
い
て
捕
獲
し

ま
す
の
で
、
未
登
録
犬
は
直
ち

に
登
録
を
す
ま
せ
る
と
と
も
に

放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

の

実

施

を

各
町
内
で
は
、
毎
年
梅
雨
明
け

頃
か
ら
大
掃
除
を
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
年
も
次
の
要
領

で
町
内
い
っ
せ
い
に
大
掃
除
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

O
家
庭
の
ま
わ
り
、
あ
き
地
の
雑

草
の
除
去
及
び
庭
先
に
放
置
さ

れ
た
雨
水
の
た
ま
っ
た
器
の
除

去
O
側
溝
の
清
掃

O
畳
の
下
、
床
下
の
清
掃
を
行
い

通
風
を
よ
く
し
て
乾
燥
さ
せ
る

O
台
所
、
調
理
室
の
清
掃
、
整
理

整
と
ん

O
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ
ェ
、
ヵ
の
駆
除

H-z
・.，

.1・・・、，，--・
2

・、，
.z
・・'z
、.J--a
，Et---
、，，・
trE
、，
ra--
，‘、
-J--E
，g-zr
、，，
.ea--.
、Br---
，z、-----.，
s-er
・、百，
-
4

A

U

V

 

U

〈

税

務

だ

よ

り

〉

一

f
 

-

一

主

婦

の

パ

l
ト

と

税

金

ん

t
E
 

一

最

近
、
主
婦
の
パ

l
ト
が
増

パ

l
ト
収
入
に
よ
る
所
得

一

~
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
気
が
(
給
与
所
得
)
は
.
収
入
か
ら
い

ぽ
か
り
な
の
は
税
金
の
乙
と
か
と
給
与
所
得
控
除
を
し
て
計
算
し

~へ

円

思

い

ま

す

。

ま

す

。

h

ん
主
婦
の
パ

l
ト
収
入
が
一
定
乙
の
給
与
所
得
控
除
は
、
年
~

ん
額
以
上
に
な
る
と
、
夫
の
所
得
収
百
二
十
五
万
円
ま
で
は
一
律
》‘
 

〉
か
ら
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
に
五
十
万
円
あ
り
ま
す
か
ら
、

n

べ
な
か
っ
た
り
、
パ

1
ト
収
入
に
収
入
で
す
と
七
十
万
円
ま
で
は
~

一
税
金
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
。
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
い

《
そ
乙
で
、
パ

l
ト
収
入
と
税

O
主
婦
自
身
に
税
金
が
か
か
る

V

M

金
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

て

場

合

九

一
み
ま
し
ょ

う

。

パ

ー

ト
に
よ
る
所
得
が
基
礎

一，
 

ん

O
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
控
除
(
所
得
税
二
十
九
万
円
、
へ

場

合

市

民

税

二

十

万

円

)

を

超
え
る

V

九
主
婦
の
パ

l
ト
収
入
に
よ
る
と
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。
一

~
一
年
間
の
所
得
が
二
十
万
円
以
収
入
で
す
と
七
十
九
万
円
~

ゲ
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除
を
(
市
民
税
で
は
七
十
万
円
)
に
い

《
受
け
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
相
当
し
ま
す
o

d
 

「
J
〉
三-k
f--
f
e
--:
J

〉、
Y
1・'k-
fe
r
e--z
〉
〉
‘E
E
-
-〈
-f
・，r-J
〉
三
、
-z-
(

精
霊
船
用
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

無

償

で

払

い

下

げ

ま

す

払
い
下
げ
条
件

。
町
単
位
か
部
落
単
位
で
あ
る
こ

と
(
個
人
に
は
払
い
下
げ
な
い
)

O
精
霊
船
と
し
て
利
用
し
焼
却
す

る
乙
と

申
込
期
限
七
月
三
十
一
日

申
込
先

生
活
環
境
課
公
害
係
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りおおむ市政だより(5) 

※ 

7
月

は

固

定

資

産

税

二

期

分

• 
国

民

健

康

保

険

税

より

「農業者年金が増額 l 

落ちこぼれを救済」

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
年
金

を
受
給
す
る
に
は
一
定
の
期
間
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
保
険
料
も
二
年
前
ま
で
は

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
乙
と
が
で

き
ま
す
が
、
二
年
を
超
え
た
も
の

は
時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
乙
の
時
効
に
よ

り
一

定
期
聞
を
満
す
乙
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
人
は
加
入
で
き
な
い

乙
と
に
な
り
ま
す
が
、
法
律
改
正

に
よ
り
時
効
に
よ
っ
て
加
入
で
き

な
い
人
な
ど
を
対
象
に
救
済
措
置

が
行
わ
れ
、
加
入
し
た
く
て
も
加

入
で
き
な
か
っ
た
人
が
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

救
済
さ
れ
る
対
象
者

①
か
つ

て
当
然
加
入
者
、
ま
た
は

任
意
加
入
者
と
し
て
加
入
し
、

そ
の
後
資
格
を
喪
夫
し
て
い
る

人
②
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日
以

前
に
当
然
加
入
資
格
(
大
正
五

年
一
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人

で
経
営
面
積
五
十
ア
ー
ル
以

上
)
が
あ
り
な
が
ら
、
今
ま
で

加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ

た
人

離
農
給
付
金
に
つ
い
て
も
、

今

年
七
月
か
ら
大
正
五
年
一
月
一

日

以
前
に
生
れ
た
人
は
、
現
行
百
二

十
五
万
円
が
百
三
十
三
万
円
に
、

大
正
五
年
一

月
二
日
以
降
に
生
れ

た
人
は
、
現
行
五
十
四
万
円
が
五

十
八
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ww
・詳
し
い
こ
と
は
農
業
委
員
会
、

農
協
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

水
道
料
金
の
集
金
人
が

一
辺一
瞬

間

よ

長
崎
新
幹
線
建
設
促
進
…
，
 

二
…一
一
一

明

い一

大
村
市
期
成
会
を
設
立
…

プ
明
暗
〓

除
温
圃
・
・
・
・
・
聞

L
1白
皆

川

一

……一
一一-一
一
機

よ

副

同

区

除

助
長
崎
新
幹
線
の
年
結
成
し
た
の
に
呼
応
し
て
聞
か
れ
小

『

ご
と
滋

ー開
i
判明白
色
，
.
目
配
髄
園
田
園
闘
闘
闘
園
・
・
・
・

一
芸
関与主一
盟

関
羽
田
司
・
圃
圃
圃
・
園

度
内
着
工
を
め
ざ
し
た
も
の
で
、
会
長
に
は
高
木
市
長
内

二
一
!
…
一
…
期

間

閉

温

調

今

月

七

日

、

商
工

会

が

選

ば

れ

ま

し

た

。

小

…ミ叫芯二…コ記語訓ぷ球一恥蹴J向、、
融窓伽誌蜘
芯晋恥そ罵恥尽恥い下

幽
園

FFR

~認誠
困
議
所
で
建
設
促
進
大
来
賓
の
久
保
知
事
、
制
訟
昔
松
首
田
県
議
費此

~ご
一
小ご
ご
二

一…辺一一一)
髄

幽

.

由

開

幽

鴫

.

醐

総
会
が
開
か
れ
約
四
後
に
『
長
崎
新
幹
線
の
五
士
一
一
色

一一一

組
連
圃
・
・
・
・
園
田
酷
配
踊

』・
国

百
人
が
出
席
し

ま

し

度

内

着
工
を
政
府
、
国
鉄
に
強
く
ハ

ミ

¥
』
閉
閣
閣
制
組
圃
宮
町
剖
園
開
凶
掴
圃

た

。

要

望

す

る

』
決
議
を
行
い
閉
会
し
~

長
E
ド
掴
護
護
軍
F
E
司
j

i

哲一

週
詰

陶

乙

の

会

は

、

県

で

ま

し

た

。

ザ

法改正に

変

わ

り

ま

し

た

住
所
・
氏
名

木
場
郷
三

0
0

立
川
ク
ミ
ヱ

委
託
区
域

鈴
田
地
区
の

一
部

大
村
地
区

西
大
村
地
区
の
一
部

委
託
期
間

昭
和
五
十
三
年
七
月
一
日
か
ら

昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で

二一重二一

z

i
4船
内

期

分

の

納

期

月

で

す

(単位:円)

| 一年閣の年 金支給額

険料 I I~0-64歳 65 歳以降 I- gt --1 
農業者年金 l 国 民年 金 |師、上川上 i
経営移譲 |農業者老齢 |付加年金 |老 由手配 二十，ム i
s年金 /BlI年金 (C)i ω(E)  ¥LJ/ T 山 |

年金額と納めた保険料

i納付総額 l1273
保険料

納付済期間

(注
-
昭
和
五
十
三
年
七
月
ス
ラ
イ
ド
ア
ッ
プ
後
の
金
額
を
示

し
て
い
る
(
五
十
三
年
度
の
ア
ッ
プ
率
は
六
・
七
%
)
。
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注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
、
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談

が
あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人

な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

当番医曜日の8月

※ 

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

8月の健康相談日程

日 [ 内
1 9:00~11:00 1 13:00~16:00 
2 I乳幼児相談 |妊婦教室(第1回)

7 I妊婦相談 |一般健康相談

9 1_----~I 妊婦教室(第2回)
16 I乳幼児相談 l妊婦教室(第3回)
21 I妊婦相談 |一般健康相談

23し一一一-------1妊婦教室(第4回)

，プモァ

¢ヨ・-3歳児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
年
一
月
生
れ
の

幼
児
が
対
象
で
す
が
、
四
十
九

年
七
月
か
ら
十
二
月
生
れ
で
、

ま
だ
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受

診
し
て
下
さ
い
。

日
時
七
月
二
十
七
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

分
、
午
後
一
時

t
二
時
(
受
付
)

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、
百
日
咳
芯
ど
に
か
か
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お

受
け
下
さ
い
。
(
毎
月
第
四
木
曜

日
)

-
妊
婦
教
室

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
出
席
も
歓
迎

し
ま
す
。
一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

時
間
午
後
一
時
か
ら

2呈
r.7 

廿

午前 g時~午後6時

妊婦教

8/2 1:はじめて母親となる心得
(第1回)I。妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

|。映画、生命の創造'

8/9 lu妊娠中の栄養のとり万(貧血食の実習)
(第2回) 。安産のために(補助動作・妊婦体操の実習〕
8/16 10産後の保健
(第3回)I。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習〉

|。映画、スキンシップグ

8/23 I 0乳幼児の環境と性格

日.::. 
宅

診療時間

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

-
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

(
混
合
)
の
予
防
接
種

該
当
者

第
一
期
(
初
回
免
疫
)

生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四
十
八

.
ヵ
月
ま
で
の
幼
児
で
、
ま
だ
初

回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て
な
い

幼
悶

第
二
期
(
追
加
免
疫
)

初
回
免
疫
接
種
(
初
回
の
二
回

目
)
か
ら
十
二
カ
月
か
ら
十
八

カ
月
に
至
る
期
間
の
幼
児

接
種
要
領

第
一
期
六
週
間
の
間
隔
を
お
い

て
二
回

第
二
期
い
ず
れ
か
の
日
に
一
回

禁
忌
者
有
熱
者
、
か
っ
け
、
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
り
ん
ぱ
体
質
の
幼
児

料

金

無

料

日
程
別
表
の
と
お
り

※
な
お
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
つ

て
き
て
下
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

ジフテリア・破傷風予防接種目程

接種会場 I1回目 I2回 目

市 役 所

以¥ 萱瀬出張所

諏訪公 民 館

%¥ 三浦出張所

鈴田幼稚園

了会出張所 l 以~
|福重出張所

…川 χ
松原出張所

いずれも午後 2 時~3 時時間

.‘

.e・.，・・・・・.，.，・・
Ee--，•.• 
・・.，..，・・.・・.，・.，・・.，..，・
.. ・・
.ae--，・.• 
・・.，
... ・・.・・.，・
.. ・・.・・.，・、.・・

.ae‘.，・
e

募

集

|日|診療科目|医院名 |所在地 |電話

内科寺井医院玖島 2-3574

6外内科科原 医院宮小路 l5-8427

小内児科科 朝長医伊 杭2丁出津目 2-3266 

13 産婦人科後藤産婦人科西本大村町 2-6015 

5-7603 
20 
外科 i松尾外科 |東本町 2-3331 

I ~ w ~ ~ I ~ 'J'~ I 
内科岡 内科東三城 2-3000

27 外内科科 牧山医院 宮小路 5-7831

-
ア
マ
チ
ュ
ア
社
交

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ク
イ
ッ
ク
&
ス
ロ
l

新
し
い
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す。
性
別
、
年
齢
、
経
験
の
有
無
な

ど
関
係
な
く
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。

練
習
日
毎
週
日
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

会
場
中
地
区
住
民
セ
ジ
タ
l

申
込
方
法
直
接
会
場
へ

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

-
老
人
大
学
受
講
者

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
教
養
の
向
上
と
生
き
が
い

を
主
司
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
老

人
大
学
を
開
校
し
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
、
市
福
祉
課
ま

た
は
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
事
務
局

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

日
時第
一
日
七
月
二
十

一
日

第
二
日
七
月
二
十
六
日

第
三
日
八
月
四
日

受
講
時
間
午
前
十
時

t
午
後

三
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

百
五
十
人
(
定
員
に
な
り

定場
員所

次
第
締
切
り
ま
す
)

※
講
師
の
都
合
で
一
部
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

品同

ザー

日|講品 |講Z名 l講JA|講L
大人老

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

試

験

-
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
事
由

の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
す
る
乙
と
が
で
き
な
い
で
、

就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

人
な
ど
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
認
定
す
る
も
の
で
す

国
が
行
う
試
験
で
合
格
し
た
人

に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日
十
一
月
十
日

願
書
受
付
八
月
十
五
日

l
九
月

十
四
日

受
験
案
内
・
出
願
諸
用
紙
の
請
求

一
交
通
事
故
相
談(毎
月
第
四
火
曜
日
)

一
日
時
七
月
二
十
五
日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

一

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

|相談|

街
の
顔
で
す

心

で

す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
)

長
崎
市
江
戸
町
二

l
十
三

長
崎
県
教
育
庁
学
校
教
育
課

返
信
用
封
筒
に
五
十
円
切
手
を

は
っ
て
お
送
り
下
さ
い

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
へ

も
よ
お
し

-
勤
労
青
少
年

ポ
ー
リ
ン
グ
大
会

主
催

市
勤
労
青
少
年
ホ
!
ム

大
村
商
工
会
議
所
の
共
催

八
月
二
十
三
日

午
後
六
時

場
所
パ
ー
ル
レ

l
y
大
村

参
加
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
二
十
五
歳
以
下

の
勤
労
青
少
年

日
時

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

-
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
通
算

関
係
、
保
険
給
付
や
手
続
き
な

ど日
時

七
月
二
十
六
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

人
権
(
身
の
上
相
談
)

参
加
方
法
各
事
業
所
、
商
居
会

青
年
団
並
び
に
ホ
i
ム
講
座
生

及
び
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
か

ら
五
人
編
成
の
一
チ

l
ム
(
男

子
五
人
の
チ
l
ム
、
女
子
五
人

の
チ

l
ム
、
女
子
二
人
を
含
む

混
成
チ
l
ム
の
い
ず
れ
か
に
限

る
)

参

加

料

一

チ
l
ム

五

百

円

申
込
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
勤

労
青
少
年
ホ

i
ム、

商
工
会
議

所
へ

※
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

雷
③
|
一
三
五
三

-
N
H
K
東
京
放
送

児
童
合
唱
団
公
演

日
時

七
月
二
十
九
日
(
土
)

(
毎
月
第
一
木
曜
日
)
…

・
土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍
…

登
記
、
相
続
、
扶
養
、
家
庭
内
一

の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
外
一
般
法
一

律

問

題

な

ど

一

日

時

八

月

三

日

'

一

午
前
九
時
三
十
分

t
午…

後

三

時

一

! 郷土先覚者書画・墨跡展 i 
司 、R 守可 ~、 、 司 ・

1 ? ?一一汁; 市立史料館 i ーも 1; '."...:.... -'"-.， I ~g 

i 二 竿書土いん i 
‘ てま 画のたの市 i
!シ シム 三 及先だど民 i
. ι 寸 び覚き協の i
j すC;>S 埋者、力皆 i
‘ ι ;も 蔵の郷をさ i
!宅詮 期文 i
iit T エ 五(間多化 t
1i 日月 数財 i

よき : は曜八どを i
! ぞ じ 休日月参展 i
i 三 十 館、一観示:

.i' ド し祭日下し!
i 縄漁 上 ま日 tさま!
寸三九 i す、九いす!

毎月。
ド 月三 i 
…4 二十 B 

‘ ぜ jj 十日 i 
i;ιふーんど 展場!
ー一一四…一…一 第示 所!
( )11原悠々の句) 藩一品 ! 
;入 主展館市 i
!館第 純示階立 i
!料料二ど十昌室 上史 i
! 展約畝-.料 i
i 無示六「千川 館;
i料 室十梅羽原 r-. 

i 点ノ鶴悠 市!
i 考絵」々 立!
; 古」荒画 図 i
i 資な木像 書 i
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午
後
六
時

場
所
市
民
会
館

入

場

料

大

人

千

七

百

円

高
校
生
千
二
百
円

小
・
中
学
生
七
百
円

主
催
ゅ
う
お
ん
(
大
村
音
楽
鑑

賞
会
)

賛
助
大
村
少
年
合
唱
団

後
援
カ
ト
レ
ア
、
グ
ル
ー
プ

大
村
混
声
合
唱
団

推
せ
ん
市
教
育
委
員
会

-
こ
ど
も
芸
術
劇
場

児
童
劇
「
竹
取
物
語
」

日
時

八
月
三
十
日

開
演
午
後
一
時

市
民
会
館

小
学
四
・
五
・
六
年
生

文
化
庁
、
県
教
育
委
員
会

市
教
育
委
員
会

主対場
催象所

公
演
団
体
劇
団
仲
間

入

場

料

無

料

入
場
券
各
小
学
校
に
配
布
し
ま

す
が
、
四
・
五
・
六
年
生
の
父

兄
及
び
教
師
、
少
年
団
体
指
導

者
で
ご
希
望
の
人
は
市
社
会
教

育
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

-
大
村
・
諌
早
市
民
劇
場

有
τ1:" 

三台佐
ニZ和
子

三敗ば原

空ば作

七
月
二
十
四
日
(
日
)

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

市
民
会
館

劇
団
文
化
座
(
鈴
木
光
枝

河
村
久
子
ほ
か
)

入
場
料
予
約
・
前
売
券
二
千
五
百
円

当
日
券
三
千
円

日
時

公場
演所

連
絡
先

本
田
さ
ん
(
工
業
高
校
)

雷
③
|
四
八
三
八

-
第
フ
田
市
民
と
自
衛
隊
の

納
涼
の
タ
ベ

七
月
二
十
九
日
(
土
)

午
後
七
時

t
十
時

海
自
大
村
航
空
隊
広
場

海
自
大
村
航
空
隊
、
陸
自

竹
松
部
隊
の
共
催

盆
お
ど
り
、
音
楽
隊
演
奏

夜
庖

送
迎
便
市
内
幹
線
を
適
宣
運
行

し
ま
す

駐
車
場
海
自
大
村
航
空
隊
運
動

場

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
翌
三
十

日
(
日
)
同
時
刻
か
ら
行
わ
れ

ま
す
。

日
時

主場
催所

行
事
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講

習

会

-
初
歩
の

8
ミ
リ
教
室

八
ミ
リ
に
関
心
を
も
ち
、
勉
強

し
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
初
心

者
を
対
象
と
し
た
八
ミ
リ
教
室
を

開
設
し
ま
す
。

主

催

市

視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

期
間
八
月
三
日

t
八
月
三
十
一

日

(
毎
週
木
曜
日
・
午
後
七
時

l
九
時
・
五
回
)

対
象
成
人
(
初
心
者
)

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
大
村
八
ミ
リ
ク
ラ
ブ
会
員

田
中
時
雄
先
生

受
講
希
望
者
は
住
所
、
氏

申
込

一
社
会
福
祉
事
業
費
へ

…マ
井
石
喜
久
治
(
池
田
郷

・
亡
妻

一
ノ
プ
エ
)
十
万
円

…
マ
遠
藤
ツ
マ
(
久
原
郷

・
亡
天
角

一

蔵
)
五
万
円

↑マ
中
尾
弘
子

(福
岡
市
凶
区
起一
ノ

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で

久
原
郷
一
の
一

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ

曾
⑨
l
二
四
六
九

対

象

小

学

五
年

t
中
学
三
年

定
員
三
十
人

受

講

料

無

料

講
師
少
年
セ
ジ
タ
l
指
導
主
事

野
口
弘
満
先
生

申
込
受
講
希
望
者
は
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
学
校
名
、
学

年
、
電
話
番
号
を
電
話
か
ハ
ガ

キ
で

久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館

へ

雷
②
|
四
三

園
水
泳
教
室

対
象
小
学
校
三
年

l
六
年
の
泳

げ
な
い
児
童

※
五
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
人

は
ど
遠
慮
く
だ
さ
い

二
万
円
、
石
け
ん
二
十
一
個

パ
ス
タ
オ
ル
五
本
、
タ
オ
ル

一

二
十
本

マ
大
村
遊
漁
組
合

(
田
中
忠
組
合
一

長
)
キ
ス
三
百
五
十
三
匹

卵

百

八

個

-

社

会

福

祉

事

業

費

へ

・

マ
川
津
広
道
(
今
富
郷
)
二
千
円
一

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

敬
称

-
こ
ど
も
天
体
観
測
教
室

天
体
に
関
心
を
も
っ
小
-
中
学

生
を
対
象
に
、
星
座
の
位
置
を
知

り
、
字
宙
の
事
象
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
天
体
望
遠

鏡
の
取
扱
い
と
観
測
方
法
を
習
得

す
る
天
体
観
測
教
室
を
聞
き
ま
す

期
間
八
月
三
日

t
九
日
(
午
前

十
時

t
正
午
・
内
容
に
よ
り
夜

間
も
実
施
す
る
)

場
所
中
央
公
民
館

原
団
地

・
亡
夫
武
文
)
五
万
円

市
立
病
院
事
業
へ

マ
砂
崎
実
(
竹
松
町
・
亡
母
エ
ン
)

十
万
円

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

V
S
東
美
手
芸
部
一
同
(
長
崎
市
)

八
月
一
日

l
五
日

午
後
二
時

t
五
時

場

所

市

民
プ
ー
ル

募
集
人
員
五
十
人

参

加

料

無

料

指
導
員
水
泳
連
盟
指
導
員

申
込
期
限
七
月
二
十
五
日

申

込

往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
書
い
て
市
教
育
委
員
会
体

育
課
へ

期
間

-
船
(
木
造
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
船
」

場日
所時

八
月
三
日

午
前
十
時

競
艇
事
業
部
艇
庫

(
ボ
l
ト
場
内
)

公
売
物
件

木
造
船

(
一
・
五
二
ト
ン
、
エ

ン
ジ
ン
付
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
四

馬

力

)

一

隻

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船

(
0
・
九

O

ト

ン

)

二
隻

払
下
げ
方
法
一

般
競
争
入
札

入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百
分

の
五
以
上

代

金

納

入

当
日
即
納

提
参
加
さ
れ
る
人
は
印
鑑
を
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。

詳
し
く
は
競
艇
事
業
部
業
務
課

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

曾
③

l
三
三
四

-
バ
イ
ク
・
机
な
ど

日
時
七
月
二
十
五
日

場
所
市
役
所
裏
庭

公
売
物
件
バ
イ
ク
(
五

C
∞
)

四
台
、
バ
イ
ク
(
七

O
∞
)
一

台
、
バ
イ
ク
(
九

O
∞
)
五
台

両
袖
机
二
脚
、
片
袖
机
四
脚
、

平
机
七
脚
、
茶
棚
田
個
、
戸
棚

田
個
、

書
架

一
個
、
長
腰
掛
二

脚
、
製
図
板
十
枚
、
保
管
庫
二

個
、
担
当
箱
一
個
、
行
事
黒
板

二
個
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
二
ム
ロ

払
下
げ
方
法
一

般
競
争
入
札

入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百
分

の
五
以
上

代
金
納
入

当
日
即
納

※
参
加
さ
れ
る
人
は
印
鑑
を
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。

詳
し
く
は
財
政
課
用
度
係
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

正
午

そ

の

他

圃
図
書
館
だ
よ
り

新
着
(
点
字
)
図
書
の
案
内

日
本
小
説
代
表
作
品
集
全
五
巻

短
編
小
説
傑
作
集
全
十
巻

珠

玉

短
編
小
説
選
全
五
巻
宮
本
武
蔵

全
十
七
巻

(吉
川
英
治

)

源

氏

物
語
阿
倍
一
族
(
森
鴎
外
)

ビ
ル
マ
の
竪
琴
(
竹
山
道
雄
)

ド
ク
ト
ル
マ
ジ
ボ

l
途
中
下
車

(
北
杜
夫
)
波
(
山
本
有
三
)

鯨
神
(
字
能
鴻
一
郎
)
生
き
て

ゆ
く
刑
罰
(
川
口
松
太
郎
)
遺

書
の
あ
る
風
景
(
梶
山
秀
之
)

沼
の
宿

(黒
岩
重
吾
)

ヒ

ロ

シ

マ
(
ジ
ョ
ン
・
ハ

l
シ
l
)

十

戒
(
ト

l
マ
ス
・
マ
ジ
)
コ
サ
ッ

ク

(
ト
ル
ス
ト
イ
)

一
握
の
砂

(
石
川
啄
木
)

武

蔵
野
(
国
木

田
独
歩
)
闘
鶏
(
今
東
光
)

壁
の
風
景
画
(
広
津
和
郎
)

乙
れ
ら
の
点
字
図
書
は
福
重
出

張
所
内
の
図
書
室
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

す
べ
て
無
料
で
貸
し
出
し
も
し

て
い
ま
す
。

ど
利
用
下
さ
い
。

国
郵
便
貯
金

部
外
優
秀
団
体
表
彰

昭
和
五
十
二
年
度
郵
便
貯
金
部

外
優
秀
団
体
と
し
て
、
次
の
団
体

に
六
月
二
十
九
日
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

貯
金
局
長
賞

鈴
田
小
学
校
子
供
郵
便
局

郵
政
局
畏
賞

三
浦
小
学
校
子
供
郵
便
局

(
大
村
郵
便
局
)
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